
一般社団法人ＦｉｖｅＬｅａｆ　ＣＯＣＯサポートセンターみかん
回答率95％（18人/19人中）

区
分

番
号

項目 は　い どちらとも
いえない いいえ ご意見 これからの対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確
保されているか

65% 25% 10%

・十分確保されて
おり、庭の広場も
使えて良い
・部屋を分けて使
用されている
・身体が大きく
なって生きている
ので狭く感じると
きもある

事業所内外のスペースが大きく取
れないため、毎日近くの公園に
行っての活動やお外遊び等行い、
屋内外メリハリをつけた活動を
行っている。季節気候に流されず
継続していきたい。
雨天でも部屋での活動を工夫し
行っている。
今後も児童の身になる活動計画を
立てる等して工夫を図っていく

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 100%

・適切で問題はな
いと思う
・作業療法士の職
員がいて安心でき
る

定員１０名に対し、現在正規・非
正規職員合わせて8名（児発管・
保育士3名・作業療法士1名・児
童指導員3名）が在籍し、状況に
応じた配置もなされており手厚く
配置できていると感じている。ま
た専門職や経験多い職員を配置で
きている。

③
事業所の設備等は、スロープや手すり
の設置などバリアフリー化の配慮が適
切になされているか

75% 20% 5%

・利用児に合わせ
たバリアフリーは
適切と感じる

借家であるためバリアフリーに対
する大きな改修はできないが、ト
イレの手すりや大きな段差のス
テップなどできる範囲で行ってい
る。
情報伝達では、絵や色等わかりや
すい方法で伝えている。

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、放課後等デイ
サービス計画が作成されているか

100%

・要望が十分考慮
された計画が作成
されている

お子様や保護者様のご意見や願い
等をお聞きし、それを実現するた
めにどのような支援が必要かを考
え、プランを保護者様と共にすり
合わせ作成していきたいと思いま
す。

⑤
活動プログラムが固定化しないよう工
夫されているか

100%

・毎回工夫を凝ら
した内容となって
おり良いです
・大変工夫された
プログラムです

活動に生かせそうな様々な情報を
検索したり発見したりしながら、
みかんオリジナルの活動となるよ
うにアレンジして実施している。
また個別にも対応できるできるよ
うな計画に配慮をしている。

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

20% 50% 30%

・児童それぞれに
抱える悩みや障害
の度合いが違うの
で無理をして交流
する必要は無いと
思う

園外活動時や外遊びの時に地域の
子供たちとも交流を持てるよう努
めているが、今後交流の場を増や
していくためには利用する児童や
保護者様の要望や意見も尊重し決
めていきたい。。

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁
寧な説明がなされたか

100%
・丁寧に説明を受
けています

できる限り丁寧な説明に心がけて
いる。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解ができているか

100%

・普段は連絡帳や
SNSを活用して情
報を伝えあい共通
理解が図られてい
る

報連相を怠らず共通理解を深めて
いきたい。
そのための手段を今後も更に工夫
していきたい。
特にお迎え時の引継ぎ時は細かく
その日の状況が分かるよう今後も
務めていきたい。

放課後等デイサービス　事業所評価集計表（保護者等向け）
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⑨
保護者に対して面談や、育児に関する
助言等の支援が行われているか

100%

・面談やその都度
助言や支援が実施
されている

職員が助言するにあたってのスキ
ルを身につけていくため個々のレ
ベルアップを図っていき、更に安
心して相談や面談ができる環境づ
くりに取り組んでいきたい。面談
は定期で実施しているが、急な要
望や相談など必要があればその都
度対面・電話・ＺＯＯＭ等にて面
談を実施している。引き続き安心
して相談や面談ができる環境づく
りに取り組んでいく。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等
の開催等により保護者同士の連携が支
援されているか

65% 25% 10%

・集まって就学に
向けた勉強会が開
催され大変勉強に
なった

⑪

子どもや保護者からの苦情について、
対応の体制を整備するとともに、子ど
もや保護者に周知・説明し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか

100%
苦情がある時には迅速かつ誠実な
対応に心がけている

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮がなされているか

100%
・適切な配慮がな
されている

気軽に話しかけていただける雰囲
気づくりをしている。スタッフ同
士仲が良いのが自慢でもある。
軽微な情報はSNSを活用し柔軟
な対応ができているが、情報の保
護の部分においてSNSの活用を
十分気を付けていきたいとも考え
ている。

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活
動概要や行事予定、連絡体制等の情報
や業務に関する自己評価の結果を子ど
もや保護者に対して発信しているか

100%

・毎月のお便りと
季節ごとのみかん
だより、毎月活動
予定表が発行され
安定して情報発信
されている

毎月のお便り発送は開所当初から
欠かさず行っている。活動予定も
より細かくねらいを載せて読みや
すく作っているが、要望があれば
更に充実した情報発信ができるよ
う考えたい。みかん独自のおたよ
りも継続していきたい。

⑭ 個人情報に十分注意しているか 100%
・十分注意されて
いると思う

大切な情報のため慎重に取り扱っ
ている。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症マニュアルを策定し、保護
者に周知・説明されているか

100%

・しっかり整備さ
れており周知や説
明も十分されてい
る

今年度はBCPを策定しており充
実をはかっている。訓練も毎月計
画に沿って実施している。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出、その他必要な訓練が行われ
ているか

100%

・毎月訓練が実施
されその報告も受
けている

毎月実施しており実施報告を保護
者様には写真等で行っている。今
後も引き続き目に見えるような形
で行っていく。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 100%

・とても楽しみに
して通所していま
す

みかん来ると楽しいと言ってもら
えるような雰囲気づくりと、お子
様方にとって成長できる有意義な
時間を過ごせるようにしっかりと
練った計画を立て今後も日々努力
していきたいと思います。

⑱ 事業所の支援に満足しているか 100%
・大変満足してい
ます

これからも毎日お子様方が楽しく
通えて、保護者様も居心地が良い
と感じてもらえる環境を作ってい
きたいと思います。
みかんの職員の良いところは何事
も一生懸命に取り組むところで
す。その気持ちを大切に毎日笑顔
でお子様や保護者様をお迎えした
いと思います。
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区
分

番
号

項目 は　い
どちらとも
いえない いいえ

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの
関係で適切であるか

〇

② 職員の配置数は適切であるか 〇

③
事業所の設備等について、バリアフ
リー化の配慮が適切になされているか

〇

④
業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル（目標設定と振り返り）に、広く職
員が参画しているか

〇

⑤

保護者等向け評価表を活用する等によ
りアンケート調査を実施して保護者等
の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

〇

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報
やホームページ等で公開しているか

〇

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結
果を業務改善につなげているか

〇

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修
の機会を確保しているか

〇

⑨

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に分析
した上で、放課後等デイサービス計画
を作成しているか

〇

⑩
子どもの適応行動の状況を図るため
に、標準化されたアセスメントツール
を使用しているか

〇

⑪
活動プログラムの立案をチームで行っ
ているか

〇

⑫
活動プログラムが固定化しないよう工
夫しているか

〇

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

現在、外部評価は未実施だが実施できるように前向き
に進めていきたい

内部研修は計画に基づき毎月全職員対象で実施してお
り、外部研修は必要に応じて参加している。

保護者との面談を定期に実施し本人の意向も普段の会
話等から引き出したり個別に聞いたりして、それを基
に担当者会議上で話し合いを実施し計画を作成してい
る。

専門指導職員とも連携しより効果的なツールを使用し
ている。

毎月担当者を中心に立案しているが、活動の振り返り
研修も毎月実施して、より効果的な活動にするために
修正したり新たなプログラム構築をしたり全職員で考
えて行っている。

季節に応じた活動や事前に受けた予約の状況を踏まえ
固定化しないよう利用者が楽しめる内容を考え実施し
ている。学年、年齢、課題に応じた活動やSSTにも取
り組める内容としている。
前々月までにプログラムの作成を行い、複数の職員に
よる細かなチェックを行い、出来上がった活動プログ
ラムを各ご家庭に配布している。保護者様からもいろ
いろなプログラムがあり飽きない、たくさんの経験が
できるなど嬉しい言葉もいただいている。

人事考課を導入・運用し5年目となり、業務改善を含
むＰＤＣＡサイクルが浸透してきているように感じ
る。職員とは年に2回以上の面談を行い、人事考課に
おける結果等のフィードバックや様々な意見交換が実
践できており、その結果職員間での意思疎通もしっか
り行えるようになった。

アンケートの実施と公表、また結果を職員に周知し全
員で改善に対する取り組みを毎年実施している。

アンケートの集計をＨＰ上にて公開している。

回答率１００％

改善目標、
工夫している点、改善内容

4つある部屋にメンバー分けをして、最適なスペース
を確保している。
職員も各部屋出来る限り複数の配置となるように振り
分けている。

一般社団法人ＦｉｖｅＬｅａｆ　ＣＯＣＯサポートセンターみかん
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放課後等デイサービス　事業所評価集計表（事業者向け）

定員１０名に対し、現在正規・非正規職員合わせて8
名（児発管・保育士3名・作業療法士1名・児童指導
員3名）が在籍し、手厚く配置がなされている。職員
の専門性や経験値を高められるような取り組みを事業
所内外において実施している。職員に対する専門指導
外部講師に療育や活動に関する直接的な指導をお願い
しており今後も継続する。

借家であるためバリアフリーに対する大きな改修はで
きないが、トイレの手すりや大きな段差のステップな
どできる範囲で行っている。情報伝達では、絵や色等
わかりやすい方法で伝えている。



⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題
をきめ細やかに設定して支援している
か

〇

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集
団活動を適宜組み合わせて放課後等デ
イサービス計画を作成しているか

〇

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認しているか

〇

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打合せ
をし、その日行われた支援の振り返り
を行い、気付いた点などを共有してい
るか

〇

⑰
日々の支援に関して記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげて
いるか

〇

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後
等デイサービス計画の見直しの必要性
を判断しているか

〇

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数
組み合わせて支援を行っているか

〇

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した
最もふさわしい者が参画しているか

〇

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予
定等の交換、子どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラ
ブル発生時の連絡）を適切に行ってい
るか

〇

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れ
る場合は、子どもの主治医等と連絡体
制を整えているか

〇

㉓

就学前に利用していた保育所や幼稚
園、認定こども園、児童発達支援事業
所等との間で情報共有と相互理解に努
めているか

〇

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス
事業所から障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容
等の情報を提供する等しているか

〇

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けているか

〇

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

〇

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に
参加しているか

〇

研修には積極的に参加しており、専門機関との連携も
図れている。

利用児童の交流は無いが、地域に積極的に出て挨拶交
換や園外活動の中で公共施設等を利用しながら交流を
持てるよう計画はしている。

矢板市の主催する会議へ管理者・児発管が参加してい
る。

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

実施している。

会議には主に管理者兼児発管、その他必要と思われる
職員が参加している。

直接情報交換・共有を行っている。担当者会議を行う
場合もある。

未だ事例がないが、今後機会があれば確実に行ってい
きたい。

平日は短時間利用のお子様もいるが必ず活動を行える
ようにしており、活動以外には毎日1キロ近い距離を
ウォーキングし、肥満解消になる支援も行っている。
作業療法士によるOTも毎日実施し機能訓練他細かな
支援を行い、その中で発見した課題を通常の療育はも
ちろんのこと日常動作にも注目しながら療育にあたれ
るようにしている。休日や長期休みでは療育時間が長
く取れることから普段取り組めない課題や社会体験活
動、継続的な活動を取り入れるなど工夫している。ま
た個々の成長に合わせた活動や次の段階に向けた取り
組みを組み入れたプログラム（SSTを含む）を利用
児・保護者に伝え取り組んでいる。年間の課題・目標
を月毎に決め、それに基づいた月報と日報を作成して
支援にあたっている。

複数の関係職員で検討し、本人の希望や意向、保護者
の意向を特に考慮して本人に必要かつ合った療育・支
援が実施できるよう作成している。

毎朝利用児の確認・活動の確認、職員配置の確認等実
施している。ZOOMも取り入れながら引継ぎ等も実
施している。またそれらの内容が職員全員に確実に伝
わるようＳＮＳでの共有をしている。

毎日参加できる職員でミィーティングを行い主に前日
の振り返りも行っている。（管理者ミィーティング・
部門別ミィーティングを実施）
記録もとり、ミィーティング不参加職員には別途連絡
しZOOMも取り入れながら引継ぎ等実施している。

気づき・振り返り等も含め記録をして、療育や支援に
問題点があれば関係する職員と共に検証・改善に対す
る話し合いを実施している。

児発管を中心に関係機関との連携を図り助言等をもら
い、担当者との打ち合わせを実施し見直している。

お迎え時、直接担任の先生との引継ぎや情報の共有を
短時間ではあるが行い、必要に応じ学校に出向き意見
交換会や情報提供を受けている。
学校によっては毎月確認調整を行い、その他でも年度
初め、学期の切り替わり時期等を含め連絡調整を行っ
ている。
また学校の年間計画書をいただき学校行事の把握を行
い、行事によるストレス等も配慮できるように職員間
で情報の共有と利用児の関りに努めている。

現在は在籍していないが必要に応じて行っていく。



㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っているか

〇

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対してペアレント・ト
レーニング等の支援を行っているか

〇

㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等
について丁寧な説明を行っているか

〇

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援
を行っているか

〇

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者
会等を開催する等により、保護者同士
の連携を支援しているか

〇

㉝

子どもや保護者からの苦情について、
対応の体制を整備するとともに、子ど
もや保護者に周知し、苦情があった場
合に迅速かつ適切に対応しているか

〇

㉞
定期的に会報等を発行し、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報を子ども
や保護者に対して発信しているか

〇

㉟
個人情報の取扱いに十分注意している
か

〇

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をしてい
るか

〇

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等
地域に開かれた事業運営を図っている
か

〇

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定
し、職員や保護者に周知しているか

〇

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行ってい
るか

〇

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会
を確保する等、適切な対応をしている
か

〇

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束
を行うかについて、組織的に決定し、
子どもや保護者に事前に十分に説明し
了解を得た上で、放課後等デイサービ
ス計画に記載しているか

〇

㊷
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がなさ
れているか

〇

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有しているか

〇
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毎月お便りを発行し、それに合わせて毎日の活動内容
やその狙い、活動の実施内容を詳細に記した計画表を
発行している。
専用のＳＮＳ（ＬＩＮＥ＠）を活用し迅速かつ確実な
情報発信に心がけている。

事務室にて管理しており、職員間においても情報の管
理に関する注意喚起を口頭や文面にて行っている。

子供たちとの伝達方法の中で絵カードの使用について
工夫をしている。また絵カードは会議の場で話し合い
更新したり追加したりしている。
意思疎通を図るツールは学校やとも必要に応じて話し
合い等を設けて連携し共通のものを使用することで子
どもたちが困らないよう配慮している。
保護者とは細かく情報を共有することが望ましいと考
え、SNSを主に利用し詳細に行っている。

地域で開催されるイベントへの参加をしたり、地域交
流行事（ゆずフェスタ）を開催して地域との交流を
図っている
また毎月一回近所のごみ拾いを交流の一環で行ってい
る。今年度は多くの地域の方がご参加してくれた。

毎日の引継ぎを口頭と連絡帳で細かく行い、必要に応
じて写真や動画を記録し確認をしてもらっている。個
別学習後、保護者から要望があればフィードバックを
行い相互理解を図っている。

適宜面談やオンライン面談を通し行っている。事業所
に希望者が集まり勉強会・懇談会も実施している。

契約時・変更時に行っている

面談は定期的に実施しており、その中で助言や支援を
行っている。連絡帳等を通して保護者様が悩まれてい
る様子があった場合には速やかに連絡を入れてお話を
聞いて、助言や支援を行っている。
要望に応じた個別面談や急な面談にも対応している。

保護者会等は無いが、保護者が集う場（懇談会や勉強
会）の提供を不定期ではあるが実施した。

迅速かつ適切な対応に心がけている。

保護者からの聞き取りで把握をして、医師の指示書も
保護者さんより提出があれば確認している。
アレルギーの一覧表を作成して、食事やおやつの前に
必要に応じて確認するようにしている。

ヒヤリハット報告書をまとめ毎月事業所内研修を実施
している。研修に取り上げられない報告書は全員目と
通すようにしている。

BCPを策定している。
避難訓練は様々な災害や事故等を想定し行っている。

年間と実施のための計画書を作成し様々な災害や事故
等を想定し毎月実施している。

栃木県が開催する虐待防止・権利擁護研修に参加し、
参加した職員による研修を事業所内にて計画的に実施
している。

現在まで身体拘束の実態がなく、今後もその必要は無
いと考えている。


